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▶最賃引き上げ宣伝で違法実態やパワハラ相談の問合せ
　「全国の最賃を1000円以上に」と、６月29日、京
橋駅頭で宣伝を行いました。署名に応じた女性は「以
前は時給750円で、今800円」と。また別の若い女性
から「職場でパワハラを受け、相談したい」と声がか
かり大阪労連のHPを調べるようアドバイスしました。

　夏はお出掛けの機会が増えますよ
ね。小学生になったお子さんやお孫
さんが、「自転車に乗れるようにな
った！」なんて方もいらっしゃると
思います。まだまだ注意力散漫です
よね…。
　事故に遭わないことが一番です
が、万が一の交通事故に備えて、子
どもさん、お孫さんの分まで交通災
害共済加入をおすすめします!!

　ただし加入できる範囲は、子ども
は組合員と「同一生計」、孫は「同
居かつ同一生計」が条件となってい
ます。
●月額掛金　　　１口50円
●加入最高限度　10口
　＊＊おすすめポイント＊＊
◎年齢制限なし
◎自転車事故、駅構内及びエス
　カレーター事故も保障

な
い
女
性
用
必
需
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❹
お
や
知
ら
ず
歯
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別
名

❻�

蒸
気
、
電
気
、
ト
ー
マ
ス

❽
江
戸
時
代
の
粗
末
な
安
宿

��

伊
豆
諸
島
で
盛
ん
な
魚
の
干

物
��

混
雑
し
た
場
所
で
は
こ
の
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
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○
○
○
休
暇
、
略
し
て
育
休

��

高
級
品
は
材
料
が
つ
げ
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飼
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主
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持
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な
い
ネ
コ
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親
し
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こ
め
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こ
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呼
ぶ
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記
憶
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持
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犬
に
対
し
て
愛
情
の
深
い
人

　

６
月
号
の
答
え
は
「
せ
ん
そ

う
り
っ
ぽ
う
そ
し
（
戦
争
立
法

阻
止
）」
で
し
た
。

　

応
募
数
は
ハ
ガ
キ
37
通
、
メ

ー
ル
72
通
、
合
計
１
０
９
通
で

し
た
。
次
の
10
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

福
田
和
恵
（
府
障
教
）、
田
中

啓
子
（
府
大
生
協
労
組
）、
恋

塚
俊
豪
（
堺
教
組
晴
美
台
中
分

会
）、
氏
野
優
子
（
大
教
組
東

大
阪
）、
宇
髙
知
世
（
建
交
労

大
阪
府
本
部
）、
宮
本
直
哉

（
堺
市
職
労
）、
吉
田
真
由
美

（
門
真
市
職
労
）、
片
上
登
一

（
泉
北
教
組
）、
高
津
秀
夫

（
大
阪
府
職
労
）、
寺
尾
桃
子

（
貝
塚
市
職
労
）

大阪労連共済

☎ 06-6357-6462  ⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局
大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

【とき方】二重カッコをアル
ファベット順に並びかえてく
ださい。あらわれた言葉・成
句・詩歌が答えです。

タ
テ
の
カ
ギ

❶
江
戸
時
代
の
郵
便
配
達
人

❷
絵
が
専
門
の
芸
術
家

❸
運
動
会
、
隣
り
合
う
脚
を
ひ

も
で
。
二
人
○
○
○
○
○

❹
好
機

❺
吹
奏
楽
や
ジ
ャ
ズ
の
楽
団

❼
「
な
な
」
と
読
む
こ
と
も
多

い
整
数

❾
楽
で
な
い
家
計
、
毎
日
の
○

○
○
○
が
大
変

�
以
前
に
あ
っ
た
の
と
同
じ
事

が
ま
た
起
こ
る
こ
と

�
他
人
の
土
地
を
利
用
し
た
詐

欺
師
。
○
○
○
師

�
ノ
ッ
ク
、
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ

ル
ド

�
箱
舟
と
大
洪
水
伝
説
で
知
ら

れ
る
有
名
な
人
物

�
コ
ー
ヒ
ー
豆
で
知
ら
れ
る
ア

ラ
ビ
ア
半
島
の
港

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶�

夏
、
昼
間
の
外
出
に
か
か
せ

「
パ
ズ
ル
」の

応
募
方
法
　

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏
名･組合名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034大阪市北区錦町
2-2�国労会館1Ｆ�大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉９月20日（発表は10月号）
〈賞品〉�正解者の中から抽選で10人

に図書カードを贈ります

「育鵬社」中学校
社会科教科書

ろーれんフラッシュ

▶全労連初級教育制度「わくわく講座」大阪開講式
　全労連初級教育制度「わくわく講座」の大阪開講
式が６月29日に開催されました。第５章を川辺和
宏大阪労連議長が、第１章を菅義人大阪労連事務局
長が講義しました。講義後、自己紹介と職場実態や
受講動機などを出し合い、和やかに交流しました。

▶3500人の希望退職募るシャープ本社前で宣伝
　シャープの3500人の希望退職募集にあたり、７月
15日、「電機等大企業のリストラから雇用と地域経済
を守る実行委員会」が本社前で「３年間で5500人に
及ぶ安易な人件費削減で乗り切ろうとする経営姿勢
は許せない」「一人で悩まず相談を」と訴えました。

▶患者負担軽減・保険でよい医療求め、四天王寺参道で宣伝
　大阪労連や保険医協会、民医連などでつくる「地
域の医療・介護を考える会」は７月21日、四天王
寺参道で、入院給食費値上げや後期高齢者医療保険
料の軽減廃止を許さず、患者負担の軽減、保険でよ
りよい医療を求めて宣伝と署名活動を行いました。

ヒ
ン
ト
　
核
兵
器
禁
止
と
共
に
人
類
共
通

の
願
い

組合員募集中
お得な情報いっぱいのホームページに是非！一度アクセスしてみて下さい！！

新築・増改築・リフォーム・住まいの相談は

お気軽にお電話ください！！
０１２０-５０２-３９１に

出
題
＝
樽
谷
　
利
浩

　

大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
教
文

セ
ン
タ
ー
）
主
催
の
緊
急
企
画
「
戦

後
70
年
、
教
科
書
は
ど
う
な
る
!?
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
よ
り
よ

い
教
科
書
を
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
す

た
め
に
」
が
７
月
11
日
、
大
阪
市
立

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
究
者
・
現
役
教
員
ら
５
名
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
、
検
定
基
準
変
更

で
「
通
説
的
な
見
解
が
な
い
」
と
、

南
京
大
虐
殺
の
人
数
を
書
か
せ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
政
府

見
解
・
最
高
裁
判
例
に
沿
う
記
述
に

変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
中
学
校
教

科
書
採
択
の
年
に
あ
た
る
こ
と
、
育

鵬
社
の
教
科
書
で
は
侵
略
戦
争
を

「
大
東
亜
戦
争
」「
自
存
自
衛
」
と

描
き
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
押
し
つ
け
ら
れ
た

憲
法
は
改
正
が
必
要
と
誘
導
す
る
な

ど
安
倍
政
権
の
意
向
を
強
く
反
映
し

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、「
戦
争

す
る
国
づ
く
り
」
と
「
人
づ
く
り
」

の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
教
育
再
生
市
長
会
議
」
に
加
盟

す
る
東
大
阪
、
和
泉
、
泉
佐
野
市
な

ど
で
育
鵬
社
な
ど
「
つ
く
る
会
」
系

の
教
科
書
の
問
題
点
を
知
ら
せ
る
ビ

ラ
配
布
な
ど
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
教
科
書
採
択
が

狙
わ
れ
て
い
る
大
阪
市
教
育
委
員
会

へ
、
採
択
し
な
い
よ
う
求
め
る
要
請

署
名
に
取
組
む
よ
う
訴
え
が
あ
り
ま

し
た

子ども・孫の交通災害共済
は入っていますか

「戦争する人づくり」教科書を許すな！

７
・
11

シ
ン
ポ
「
よ
り
よ
い
教
科
書
を

子
ど
も
た
ち
に
手
渡
す
た
め
に
」

.どっと来む 64

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

の
福
島
の
中
学
生
た
ち
が
、

中
国
・
旧
満
州
の
村
か
ら
の

手
紙
に
よ
っ
て
、
そ
の
少
年

義
勇
兵
の
歴
史
を
た
ど
っ
て

満
州
の
地
に
行
き
ま
す
。
ど

ち
ら
も
「
15
歳
の
夏
」
で

す
。
過
去
と
現
在
を
結
ぶ
思

い
は
…
。

　

戦
後
70
年
の
こ
の
年
、
憲

法
九
条
を
持
つ
国
と
し
て
、

戦
争
反
対
の
思
い
を
こ
め

て
、
ぜ
ひ
、
子
や
孫
、
ご
家

族
い
っ
し
ょ
に
鑑
賞
し
て
ほ

し
い
映
画
で
す
。

▼
上
映
日
時
／
８
月
１
日
～

14
日　

①
11
時
30
分　

②
13

時
25
分　

③
15
時
20
分

８
月
15
日
～
28
日　

①
10
時

30
分　

８
月
29
日
以
降
は
未

定▼
上
映
館
／
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ

ォ
（
地
下
鉄
九
条
駅
６
番
出

口
、
阪
神
な
ん
ば
線
九
条
駅

２
番
出
口
か
ら
数
分
、
大
阪

市
西
区
九
条
１
―
20
―
24　

☎
06
―
６
３
５
０
―
２
１
１

１
）

▼
鑑
賞
券
／
１
１
０
０
円

（
大
阪
労
連
に
あ
り
ま
す
）

　

終
戦
ま
ぢ
か
の
昭
和
20
年

８
月
、
ソ
連
と
満
州
国
境
近

く
に
勤
労
動
員
と
し
て
送
ら

れ
た
新
京
第
一
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
、
ソ
連
軍
の
侵
攻

の
な
か
国
境
付
近
に
置
き
去

り
に
さ
れ
、
戦
火
の
中
で
過

酷
な
逃
避
行
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
史
実
が
も
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
時
、
ソ
連
侵
攻

に
対
す
る
国
境
警
備
を
担
当

し
て
い
た
日
本
の
関
東
軍
は

い
ち
早
く
逃
亡
し
、
少
年
義

勇
兵
が
国
境
の
盾
に
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
戦

後
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
同
世
代

70年前の満州、
勤労動員の少年たちの苦難

ソ満国境　15歳の夏
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